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ドイツ祝典劇の誕生

鈴 木 将 史

祝典劇の定義

「演劇 」とい う文学表現形 式 は
,他 の ジャ ンル とは比較 にな らぬほ どの労力

が必 要 とな り,受 容者 に与 えるイ ンパ ク トもまた強烈 であ るた め,古 代 よ り

祭儀 的要素 を多分 に有 していた。従 って この祭儀 性 を殊更 強調 した演劇 で あ

る 「祝典 劇」 とい う概念 は,演 劇 にお ける後進地域 で あ る ドイ ツにおいて,

長 い間独立 して取 り扱 われ る ことはなか った。 その証 拠 として,。Festspie1"

とい う単語が,ド イツで は19世 紀後 半 になって ようや く一般 的 に認知 された

事実 が挙 げ られ よ う(19世 紀 中頃に著 され たグ リム の ドイ ツ語辞典 に はこの

単語 は掲載 されてい るが,19世 紀 初 頭 に出された カ ンペ(J.H.Campe)の

ドイ ツ語辞典 に は,。Fastnachtspiel"(「 謝 肉祭劇 」)は 載せ られてい る もの

の,。Festspiel"の 見 出 しは見 当た らない1)。

拙論 で取 り上 げる ドイ ツ祝 典劇 は,特 に中世以 降 に現 れた ものを指 し,そ

れ らは国王乃至 国家,或 い は国家 的英雄 を賛美 す る点が共通 して いる。 こう

した祝典 劇 をシ ャウアー は,「 一般 祝典劇 」(。Gemeinschaftsfestspiele")と

「機 会祝典劇 」(
。Gelegenheitsfestspiele")に 大 別 した2。L般 祝典劇 」 は,

一 年 の特定 の時期 に特定 の場 所 で上演 され る宗教 色や風土色 の強 い劇 だが
,

1『 グ リ ム ドイ ツ語 辞 典 』 で は
,「 祝 典 劇 」 の 用 例 に つ い て,。DiebUhnewurde

miteinemfestspielerdffnet"と い う例 文 が 挙 げ られ て い る。(Grimm,J./

Grimm,W.:DeutschesW6rterbuch,3.Bd.,Leipzig1862,S.1567.)
2Schauer

,H.:ReallexikonderdeutschenLiteraturgeschichte,1,Bd.,Berlin

1925/26,S.358-360.
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祝礼の対象物 も不変である。 こうした祝典劇の起源は,ギ リシャ時代 まで遡

る非常に広範なものだが,オ ーバーアマガウのキ リス ト受難劇 を始めとして,

現在 もドイツ各地 に伝わっている。対 して機会祝典劇 は「宮廷祝典劇」(,,Hof-

festspie1")の 母体 ともなった演劇で,主 に王侯貴族 の慶事(戴 冠,婚 礼,出

産,戦 勝な ど)の 際に,そ の祝祭気分を一層盛 り上げるために上演 された演

劇である。機会祝典劇は一般祝典劇 と比べ賛美の対象が非常に具体的であ り,

別機会での上演を前提 としていない点が大 きく異なっているが,後 には機会

祝典劇的対象を賛美 しなが ら,祝 祭 とは関係 なく複数回上演のために作品内

容の機会性 を意図的 に薄めたり,大 衆的人気 を狙った祝典劇を専門的に創作

する 「祝典劇作家」 も登場するなどして,両 祝典劇の境界 は極めて曖昧なも

の となる。また,近 代 になり宮廷がその威光 を弱め,国 民に母国その ものへ

の愛国心が高まって くると,多 くは英雄や神 を通 してであるが,国 家,そ し

て時には国民 自身を賛美の対象 とする祝典劇が現れる。 こうした,宮 廷礼賛

を主たる旨 としない祝典劇 は一般 ・機会祝典劇いずれにも見 られるが,「 宮廷

祝典劇」と対 を成す演劇分野を,「国民祝典劇」(,,Nationalfestspiel")と 定義

する3。ゲルハル ト・ハウプ トマン(GerhartHauptmann:1862-1946)の 「ド

イツ韻律による祝典劇」(。FestspielindeutschenReimen":1913)は,こ う

した国民祝典劇作品群の悼尾を飾 る大作 と目される。 この劇は,ナ ポレオン

からの ドイツ解放戦争百周年記念式典のために創作された作品であるか ら,

上の分類によれば 「機会国民祝典劇」に属するわけだが,ハ ウプ トマン自身,

作品に普遍的内容を盛 り込み,一 般祝典劇への昇華を図っている(そ の結果,

3こ れ らの 定 義 は
,複 数 の 文 献 を基 に筆 者 が 行 っ た 一 般 的 と思 わ れ る定 義 だ が,

筆 者 の 知 る限 り,祝 典 劇 に 関 し て 最 も詳 細 な定 義 づ け を行 っ た の は,モ ー ザ ー で

あ る 。 彼 は,祝 典 劇 に対 し10の テ ー ゼ を 立 て,そ の 歴 史 的 全 体 像 を 捉 え よ う と

試 み て い る。 た だ,彼 の 論 文 で は,拙 論 が 重 視 す る 「宮 廷 祝 典 劇 」 と 「国 民 祝 典

劇 」の 別 に つ い て,立 ち 入 っ た 論 及 は さ れ て い な い 。(Vgl.Moser,Diez-RUdiger:

PatriotischeundhistorischeFestspieleimdeutschsprachigenRaum.In:Balz

Engler/GeorgKreis(hrsg.):DasFestspiel: .Formen,Funktionen,Perspek-

tiven,Willisau1988.S.50-72.)
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「機会祝典劇」性 を大幅に弱めた彼の作品は,上 演時に大きな物議をか もす結

果 とな る)。

ドイツ祝典劇の萌芽

ドイツ祝典劇の直接の祖先 は,15世 紀か ら16世 紀への世紀転換期時代 に

求めることができる。当時興隆期を迎 えた人文主義 により,古 代 ローマの作

家が再認識 され始め,そ の筆頭格であったテレンティウス(Terenz:B.C.

185-159)と プ ラ ウ ト ゥ ス(Plautus:B.C.250-184)の 影 響 を 強 く受 け た 劇 が

人文 主義者 達 の手 に よ り創作 され る4。 これが所謂 「人 文主 義劇 」(。Huma-

nistendrama")で,こ の演劇 分野 を ドイ ツ祝典劇 の母体 と見 なすのが一般 的

だが,こ れ以外にも,ド イツ全土の民衆 レベルで上演され,祝 典劇 にも(人

文主義劇 を通 じてではあるが)少 なからぬ影響 を与 えた演劇 として,「宗教劇」

4テ レ ンティウス とプラウ トゥスは
,そ れ以前からラテ ン語教材 として学校や修

道院を中心に親 しまれていたが,そ れはあくまで文法学習書,或 いは教訓的読み

物 としてであ り,上 演 を前提 とした もので はなかった。 ところが1427年 に神学

者キュース(NikolausvonKues:1401-1464)に よ りプラウ トゥスの12編 の喜

劇が発見され,ま たほぼ同時期 に4世 紀のラテン語文法家 ドナー トゥス(Aelius

Donatus:生 没 年不祥)に よるテレンティウス喜劇注釈が見つかると,古 代劇上

演の実際が明 らかにな り始 め,上 演意欲が高 まり出す。それまで上演されていた

劇はお しなべて独立 した舞台を持たなかったが(例 えば,屋 外の広場 に舞台装置

を並べ,場 面 の変化 に応 じて広 場 内 を移動 す る宗教 劇 で の 「並列 舞 台」

[,,SimultanbUhne"]な ど),ド ナ ー トゥスの注釈か ら再現 されたテレンティウス

劇は舞台上で演 じられ,背 後の壁 にはカーテンで閉 じられた役者達の家 を表す扉

が複数設 けられた。「更衣室舞台」(。BadezellenbUhne")と も呼ばれるこの舞台

は,し かし結局 ドナー トゥス注釈の誤訳 による産物だったが,「 閉 じた空間 とし

ての舞台」とい う概念 を演劇にもたらした意味で,宗 教改革期 にか けての ドイツ

演劇 に更 なる発展をもた らした。(Vgl.Kindermann,Heinz:Theatergeschichte

Europas,II.Bd.,Salzburg1959,S.32ff.)
5「 謝 肉祭劇」は広義 と狭義を持 ち

,本 文で は狭義に触れているが,広 義の場合

は 「宗教劇」に対す る 「世俗劇」の意味合いも含む。 その際には,「 ナイ トハル

ト劇」(。Neidhartiana":騎 士 ナイ トハル トが農民に侮辱 され,そ れに立腹 した

ナイ トハル トと農民が闘い,農 民が敗北する)や,「 季節抗争劇」(。Jahreszeiten-

streitspie1":春 と秋 のアレゴ リーが,冬 の騎士を引き連れて闘 う)も 含 まれ る。
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と 「謝肉祭劇」が挙げられる5。両者は祝日(ク リスマス,復 活祭,精 霊降臨

祭,謝 肉祭など)を 彩る余興 として上演 されたが,両 者を分 ける最大の特徴

は,文 字通 り 「宗教性一キ リス ト教性」の有無である。その際,農 村の卑近

な題材 を扱い,騎 士崩れの追い剥ぎ,乞 食,坊 主,尼,ユ ダヤ人や農民をか

らかう喜劇が大半 を占めた謝肉祭劇6に 対 して,必 ず神の賛美で大団円 とな

る宗教劇 は,そ の精神か らして,後 の祝典劇により近いジャンルであるとい

えよう。ただ,構 造的には異教神(特 にギ リシャ神話の神々)を 好んで登場

させ,も ともと仮装パ レー ドか ら端 を発した演劇形式であるため7,後 にはし

ぼしばアレゴリー性が付随した点など,謝 肉祭劇にも祝典劇 と共通する特徴

は複数見受けられる。また,上 演形式にも,・教会の束縛か らの解放感や,春

の息吹 に包まれた謝肉祭劇 は,歌 あり踊 りありの派手な演出を好 み,前 口上

を述べる役が登場するなど,祝 典劇へ と連 なる演出も少なくない(謝 肉祭劇

は,最 近の研究では,そ の発祥地か ら四つのグループーオース トリア/バ イ

エル ン ・アルペ ン/ス イス ・シュヴァーベン/ニ ュルンベルク/リ ューベ ッ

クーに分類されている8)。特にスイスで盛ん となった謝肉祭劇の発展形であ

る 「市民劇」(。BUrgerspiel")は,16世 紀前半 に生み出された 「ヴィルヘル

ム・テル劇」により,一 種の英雄賛美祝典劇 とも呼び得る演劇 ジャンルを達成

している9。愛国心 を英雄賛美に託 した祝典劇が流行するのは近代 になってか

らのことであるので,早 くより民族の手で独立を達成 したスイスの国情 を背

景に,「テル劇」は,ハ ンス・ザックスの「職匠歌人劇」(。MeistersingerbUhne")

(Vgl.Bauer,WernerM:Theater.In:DeutscheLiteratur.EineSozialgeschich-

teBd.2,ReinbeckbeiHamburg,1991,S.99.)

6GeschichtederdeutschenLiteraturvondenAnfangenbiszurGegenwart

(DDR),Bd.4,Berlin1985,S.85。

7a .a.0.,S.84.

8Rupprich
,Hans:DiedeutscheLiteraturvomsp芸tenMittelalterbiszum

Barock.ErsterTei1.DasaufgehendeMittelalter,HumanismusundRenais-

sance1370-1520,MUnchen1994,S.283.

9Kindermann:TheatergeschichteEuropas
,II.Bd.,S.275f.

10我 が 子 の 頭 に 載 せ た 林 檎 を 射 落 と す テ ル 伝 説(悪 代 官 ゲ ス ラ ー の 存 在 は 後 代 に
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と並んで,市 民劇のひとつの到達点を示 した演劇であるといえよう10。

人文主義者達による祝典劇の創生

1.ロ イヒリン

「宗教劇」や 「謝肉祭劇」 といった純粋に民衆レベルの演劇を別 にすれぼ,

それまでイタ リア演劇 をそのまま上演していた ドイツであるが,15世 紀半ぼ

から,国 内にもイタリアに感化された本格的な演劇創作の気運が高まる11。但

付け加 えられた)は,9世 紀 のバイエル ンに実在 した と伝わる弓の名手アイギル

や,10世 紀 中頃に活躍 したとされるデンマークの騎士 トーコにまつわ り,北 欧で

形成 された伝承が ヨーロッパでの原型 と見 られている。12世 紀後半には,ペ ル シ

アで も,贔 屓の奴隷 の頭 に林檎を載せてそれを射抜 く王の話が詩作 されている

が,話 の起源は更に古 く遡ると見 られ,こ の事実 を紹介 したロッホホルツは,テ

ル伝説の源流はオ リ、エ ン トに発生 したのではないか と推察 している。(Vg1.Ro-

chholz,ErnstLudwig:TellundGesslerinSageundGeschichte,Heilbronn

1877,S,36/S.49-82.)ス イ スでは,14世 紀 の歌謡(9詩 節か らなる,,Tellenlied")

か らテル伝説が扱われ始める。その後 「テル劇」はテルの故郷 とされ るスイスの

ウー リにおいて小規模な祝典劇 として上演 されるようになり,劇 形式の最古の文

献 としては16世 紀前半の。UrnerSpiel"が 確認 されている。(Vgl.DasUrner

SpielvomWilhelmTell[NachderOriginalausgabeneuhrsg.v.Wilhelm

Vischer],Basel1874.)更 に同時期に勃興 した宗教改革思想の影響を受けた地域

では,旧 体制批判者 としてのテル像 を受容する状況が整iい,ル ォフ(JacobRuof:

um1500-1558)の 「敬度且つ第一の同志 ヴィルヘルム ・テルの喜劇」(1545)に

よ り,所 謂 「チュー リヒ・テル劇」が成立する。(Vgl.Geschichtederdeutschen

LiteraturvondenAnfangenbiszurGegenwart[DDR],Bd.4,S.342f.)し か

し,ス イスにおいて も「テル劇」は謝肉祭劇 と一線 を画 し孤立 した演劇 ジャンル

であ り,そ の後 も宗教改革劇風 フランス古典主義風などにアレンジされなが ら

専 らスイスで創作 され続 けた。19世 紀に入 りシラーによってテル劇 は ドイツ文

学中に確固たる市民権 を得 るに至 るが(奇 しくもテユービンゲンで出 された シ

ラー作 と同年の1804年 には,ベ ル リンでもヴェーバー(VeitWeber:1762-1837)

が全 く別個 に歴史性 を強 く打ち出 した五幕劇 「ヴィルヘルム・テル」 を出版 して

いる),そ れまでのテル劇 は純然たるスイス文学だったわけである。(Vg1.Merz,

Elsbeth:TellimDramavorundnachSchiller,Bern1925.)
111300年 代初頭のイタ リアには,初 期ルネサンスを代表する詩人 としてペ トラ

ルカ(FrancescoPetrarca:1304-1374)が い たが,そ の友人 に,u一 マ復興の愛

国心 に燃 える護民官 リエ ンツォ(ColadiRienzo:1313-1354)が い た。その リエ

ンツォの期待 を受けたのが,ボ ヘ ミア王カールN世(KarlIV.:1316-1378:在
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ヨハ ネ ス ・ロイ ヒ リン

し,舞 台 はイタ リアで,言 語 もラテ ン語 で

書 かれた 「準 イタ リア劇」 とさえいえ る作

品が専 らで あった。 ドイツの独 自性 を発揮

した作 品 は,15世 紀 末 の ロイ ヒ リン(Jo-

hannesReuchlin:1455-1522)の 登 場 まで待

た な けれ ばな らない。1496年,97年 と立 て

続 けに発 表 され た彼 の二喜 劇一 「セ ル ギ ウ

ス,又 は間抜 け頭 」(。Sergiussivecapitis

caput")及 び 「習 作 劇,又 は ヘ ン ノ」

("Scaenicaprogymnasmatasive

Henno":当 時 は 「ヘ ンノ」の略称 で大評判

を取 った)を して,ド イ ツ人文 主義劇 の本

格的な開始 とす る説が現在では一般的である。普通の頭蓋骨 を聖遺物に仕立

て上げ金儲 けをた くらむ友人達 を,そ れは背教者セルギウスの燭腰だ と囎い

て震え上が らせ る 「セルギウス」のブッタ ・バ ッタや,主 人である農民ヘン

ノの金を掠め取った挙句,裁 判では弁護士の助言を聞き白痴を装い,あ らゆ

る質問に 「プレ」 と答え続けて無罪 となるが,判 決後弁護士から請求された

位1346-1378)で あ る。リエ ンツォはプラハ を訪ね,王 にイタリア進軍 とローマ

帝国再興 を熱心 に要請する。ペ トラルカも同様の主 旨を記 した書簡 を送 るが,

カールN世 は首 を縦には振 らなかった。ところが,こ のペ トラルカの書簡 の洗練

された文章に王 は非常 に感銘 し,宰 相である司教ノイマルク ト(Johannvon

Neumarkt:1315?-1380)に 返事 を書 くよう命 じた。 この書簡 を前にして,ノ イマ

ルク トも自分達の宮廷ラテン語 の古臭 さを知 ることとな り,同 時代のラテ ン語

(。Neulatein")に 準 拠 した宮廷ラテ ン語ハ ン ドブックを作成 したのである。この

ハ ンドブックは近隣の宮廷 に伝わ り,ド イツでの人文主義文体の最初 の開花 を見

たのだった。そして文学にも通 じていた彼は,そ の余勢 を駆 ってイタ リア文学(宗

教物)を ドイツ語 に翻訳 したのである。 ノイマルク トの翻訳 は ドイツ西部まで流

布 し,そ れによりドイツはイタ リアを先駆 とする純文学を初 めて本格的 に受容す

ることになる。 この流れがテープル(JohannesvonTepl:13420d.1350-1415)

の 「ボヘ ミアの農夫」(。AckermannausB6hmen")へ 至 った と考えられている。

(Vg1.Stammler,Wolfgang:VonderMystikzumBarock,Stuttgart1950,S.

27f.)
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報酬 も 「プレ」 と答 えて踏 み倒 す 「ヘ ンノ」 の ドロモ には当時 のイ タ リア喜

劇や フラ ンス喜劇 の影響 も見 られ るが,作 者独特 のユーモ ア も織 り込 まれ,

、 二作 は独 自の 「古代風 作品」に仕上 が ってい る12。 これ は,当 時 の人 文主義者

中,群 を抜い てギ リシア ・ローマ文学 に通 暁 していた ロイ ヒ リンな らで億 の

業績 であった と考 えられ よ う。(ホ メ ロス の 「イー リア ス」を最初 に独訳 した

人物 は彼 であ った と伝 え られ る13。)特 に 「ヘ ンノ」は,当 時 の人 文主義劇 で

は斬新 な,こ まめに交替す る会話 で成 り立 ち,17世 紀 に入 って も上 演 され続

け,ゴ ッ トシェ トに より1757年 に再刊行 され るな ど,文 字通 り人文 主義劇 で

の一大金字 塔 を打 ち立 てた傑作 だが,上 演形 式 は,宮 殿 の一室 を利 用 した極

く簡素 な形 態で あった らしい。しか し,1497年1月31日 に2月 祭 の一環 とし

てハ イデルベル クで初 演 され た際 には,領 主や高位聖職 者達 も列席 し,上 演

後 には,役 を演 じた学生 達一 ヤ コブ ・エ ルツ(JakobEltz[後 の トリア大聖

堂 参事]),小 ヤ コブ ・ヴィン フェ リンク(JakobWimphelingjunior[著 名

な人文学者 ヤ コブ ・ヴ ィンフェ リンクの甥 で後 の人文 主義学者]),エ ル スム

ス ・ミュ ンヒ(ErsrnusMUnch[後 の ハイ デルベ ル ク大学学 長])な ど,彼 ら

の多数 は人 文主義者 として大成 して いる一 に,金 の林檎 とコインがヴ ォル ム

ス大司教 の手 か ら授与 され,民 法 のバ ッカラ ウレウス(Baccalaureus:学 士)

で あった ヴ ァレンテ ィン ・ヘル フ ァン ト(ValentinHelfant)が,領 主達 に人

文 主義 庇 護 に対 す る謝辞 を述 べ,最 後 に詩人 ヤ コブ ・ドラ コ ン ティウ ス

12こ の 作 品 が
,と りわ け 人 文 主 義 劇 の 嗜 矢 と 目 さ れ る よ う に な っ た 大 き な 特 徴

に,筋 を 進 め る 出 来 事 は舞 台 上 で は 演 じ られ ず,登 場 人 物 の 台 詞 に よ っ て 報 告 さ

れ る とい う点 が あ る。 こ う し た 技 法 は古 代 劇 に特 有 の も の で,ロ イ ヒ リ ン に よ り

復 活 し た わ け で あ る。また,韻 律 は,古 代 ギ リ シ ア 悲 劇 で 多 用 さ れ た ト リメ ー タ ー

(三 単 位 音 律 詩 句)を 使 用 し て い る 。(Vg1.a.a.0.,S.176.)-
13人 文 主 義 者 の 主 た る 仕 事 の ひ とっ に翻 訳 が あ っ た が ,ロ イ ヒ リ ン も精 力 的 に 翻

訳 した 。 彼 の 翻 訳 は ギ リシ ア 語,ラ テ ン語,ヘ ブ ラ イ 語 に 対 す る もの で あ る が,

こ れ らの 翻 訳 が す べ て 残 っ て い る わ け で は な く,「 イ ー リア ス 」 訳 も現 存 し て い

な い 。(Vg1.RupPrich,Hans:JohannesReuchlinundseineBedeutungim

EuropaischenHumanismus.In:JohannesReuchlin[PforzheimerReuchlin-

schriftenBd.4].Nachdruckderl955v.ManfredKrebsherausgegebenen

Festgabe,Sigmaringen1994,S.22.



1-Z8 人 文 研 究 第112輯

(JakobDracontius)と ハ イデルベル ク大 学学長 のアダム ・ヴ ェル ナー(Adam

Werner)が,作 品 を讃 える詩 を朗読 す るな ど,初 演 は文字 通 り 「祝典 劇」 と

して上演されたのである。ロイ ヒリンの喜劇は,ド イツにおける 「人文主義

調刺喜劇」のさきがけとも目され14,内 容的に後の祝典劇が影響 を受けたわけ

ではない。 しかしその上演形態に関 しては,ま さしくこの 「ヘンノ」が次に

述べるロッヒャーと並んで,ド イツ独 自の祝典劇上演の先駆であるといって

も過言ではあるまい。

2.ロ ッ ヒャー及び グ リュー ンペ ック

さて,ロ イ ヒリンによ りイ タ リア のエ ピゴーネ ンか ら脱却 し始 めた ドイ ツ

人文主義 劇 は,演 劇 史上 では ロ ッヒャー(JakobLocher:1471-1528)の 作 品

によ り実質的 な幕 を開 ける。 また 同時 に,戯 曲ジ ャンル の観 点か ら,ド イ ツ

に現存する最初の祝典劇を書いたのも彼である。フライブルク大学の若手講

師であ り,バーデン辺境伯の家庭教師であったロッヒャーが1495年 の大学祭

14Vgl .Kindermann:TheatergeschichteEuropas,II.Bd.,S.275.
15当 時 の人文主義劇 は

,大 学構内で上演されることが一般的であった。その背景

としては,人 文主義が現れてか らの半世紀 にも亙 るカ トリシズム・スコラ学 との

抗争を考慮 しなければならない。中世 ヨーロッパに設立 され始めた大学は,「 学

問の自由」を盾 に,教 会勢力が完全 には及び切 らない唯一の公的機関 となったが,

当初の教授陣は,や はりスコラ哲学者達によって占め られていた。そこに登場 し

始 めた人文主義者達 は,豊 富な学問遍歴を武器 に学生達の人気を集め,大 学 の主

導 権 を握ってい く。(人 文 主義 者達 の一大 特 徴 は,所 謂 「人 文 学 者遍 歴」

[。Humanistenwanderung"]に あ り,学 修者はイタリアを始め として各地 を渡 り

歩 き,高 名 な人文主義者 に師事することにより,視 野の広い人文主義的思想・教

養 を身 につけた。また,学 名 を得た後で も人文主義者達 は各地 を移 り歩 き,互 い

の交流 を深 め合 った。その典型的な例が,ル ターの宗教改革に殉 じた武闘派人文

主義者 フッテ ン[UlrichvonHutten:1488-1523]で あ るが,彼 は教皇 の迫害 を

受 け各地を逃げ回った時期 を除いて も,35年 という短い生涯の間に,実 に31カ

所 もの都市 を渡 り歩いている(Vg1.GeschichtederdeutschenLiteratur[DDR],

4.Bd.,S.192-193.)更 に上述 したバーデン辺境伯や,プ ファルツ選帝侯 フィリッ

プ(誠 実公)の 如 く,封 建領主達 もカ トリック教会か らの束縛 を嫌 い,人 文主義

者の主導する大学 を庇護す る者が少な くなかった。その結果,バ ーゼル,フ ライ

ブルク,ハ イデルベルク,ス トラスブルク,エ ルフル ト,テ ユー ビンゲン,ケ ル

ン,イ ンゴル シュタッ ト,ヴ ィーンなど,有 力な大学をi擁した都市に,ま た人文
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の折に,大 学構内において辺境伯の前で上演 した現代史劇 「フランス王国物

語 」(。HistoriaderegeFranciae")が そ の作品 であ る15。 この五幕物 の劇 は,

ナ ポ リをめ ぐるフラ ンス王 シャルル皿世 の闘い を戯 曲化 した ものだが,結 局

ナポ リの征服 が成 らなか った シ ャルル に代 わ る君主 として,最 後 に時の神聖

ローマ皇帝 マ クシ ミリア ン1世(MaximilianI.:1459-1519)が 高 らか な合

唱で賛美される点に,祝 典劇固有の特徴を見て取 ることができる。その2年

後 に同 じ くフラ イブル クで上 演 され た 「トル コ とサル タ ンの悲 劇」

(。TragediadeThurcisetSuldano")で,ロ ッヒャーは当時 の大 きな社会

的関心事 であ った トル コによる脅威 を取 り上 げ,劇 中で トル コ との戦 争及 び

勝利 を描 くことによ り,(こ の時 は臨席 していた)マ クシ ミ リア ン1世 に トル

コとの戦争を促 した。現代史をテーマに取 りながら,人 文主義の特徴のひ と

つである強い愛国心を明確 な政治的姿勢をもって表現することにより,こ の

作品は前作 よりも文学史上では重要視 されているが,や は り目前の皇帝を讃

えた機会祝典劇であることには変わ りはない。いずれにせよ,「フランス王国

主義 も栄えたのである。加 えて,人 文主義劇が最高の模範 と仰いだ演劇は,古 代

ローマのテレンティウスによる喜劇であった。1433年 にイタ リア人文主義者ア

ウスピラ(GiovanniAuspira)が マ インツの修道院 にドナー トゥスのテレンティ

ウス喜劇注釈を発見 して故国に持 ち帰 り(註4参 照),当 時 ヴィーンにいたピッ

コロミー二(EneaSilvioPiccolomini:後 の教皇 ピウスII世)が 積極的にテレ

ンテ ィウス喜劇 を宣伝 してか らというもの,ド イツ人文主義者間にテレンティウ

ス・ブームとも呼び得るテレンティウス研究熱が高 まった。即 ち,高 尚ではある

が決 して会話には用いられなかったキケロな どの演説調 ラテン語 に較べ,テ レン

ティウスの 「口語的」 ラテン語が当時の学校ラテ ン語では重用されたのである。

ラテ ン語学習にはテレンティウスが必読の教科書 とな り,そ れはエラスムスをし

て 「テレンテ ィウスなくして何人 も優秀なラテン語学生 にはな り得ず」と言わ し

めたほどである。そして人文主義色の強い大学やギムナジウムでは,こ ぞってテ

レンティウス喜劇を教育 の一環 として学生達が上演 したのである(そ のため,時

には登場人物が200人 を超える上演 も行われ,女 性役 も当然男子が演 じた)。 こ

うした背景か ら,上 演は人文主義庇護者達 をも招 き,彼 らに感謝 と賛美の意志 を

表す祝典劇的様相 を見せ ることも少な くはなかったのであ る。(Vg1.Kinder-

mann,Heinz:DerErzhumanistalsSpielleiter.Zum500.Geburtstagvon

KonradCeltis.In:MaskeundKothurn.ViertellahrschriftfUrTheaterwissen-

schaft,5.Jg.,H.1[1959],S.33-43./Schnur,HarryC.:Nachwortvon,,

Henno``,Stuttgartl970,S.70f.)



120 人 文 研 究 第112輯

物語」 は,ド イヅ初の祝典劇であると共 に,ド イツ演劇 において,時 事問題

を取 り上げた最初の作品でもあ り,加 えて,「ローマ帝国時代以来,ド イツ国

内で初めて本格的に上演されたラテン語世俗劇」16という意味において も,極

めて画期的な作品であったといえよう。 また,こ れらの祝典劇で礼賛された

皇帝マクシミリアン1世 は,数 々の逸話 を残した英雄的皇帝で,ロ ーマ教皇

の許可 を得ず独 自に皇帝即位宣言をした人物 として有名である17。彼 はツェ

ルティス(後述)に ヴィーン大学の人文主義 による改革 を命 じたり,彼 やロッ

ヒャーやフッテン(註15参 照)を 桂冠詩人 に叙 した りするなど,人 文主義 を

全面的に保護 したが,そ の権勢欲 も並々ならず,歴 代皇帝で並外れて壮麗に

仕立て上げられたその墓か ら推 して も,祝 典劇等により礼賛されることを好

んだのは疑いがない18。マクシミリアン1世 をモティーフとする文学作品は,

神聖ローマ皇帝中カール大帝に次 ぐ数に上 るが19,そ の内,歌 謡や伝承や ビラ

などは,皇 帝自身がプロパガンダ として製作 させたもの も少な くない。ロッ

ヒャーの祝,典劇が皇帝 の依頼作であるかどうかは不明だが,そ れはともか く,

ツェルティスの劇に関しては,事 前に皇帝が劇 の内容 に通 じていたことは明

らかである(彼 自身が劇に登場する)。 この ドイツ祝典劇の黎明期 に,競 うよ

うに作品が出現 した裏 には,人 文主義の爆発的な台頭 も大きく寄与 していよ

うが,マ クシミリアン1世 の個人的意向も無視はできまい。 これらの作品に

より,祝 典劇一宮廷祝典劇の本流を成す 「皇帝劇」(。Kaiserspie1")が 確立す

る。

世俗性・時事性 を離れた 「皇帝劇」も,ロ ッヒャーとほぼ同時期 にグリュー

ンペック(JosephGrunpeck=1473-1532)が 「美徳 と快楽」(。Virtuset

Fallacicaptrix")と 題 して創作 し,作 品は1497年11月 にアウグスブルクに

16Vgl
.Michael,Wolfgang:DieAnf鼓ngedesTheaterszuFreiburgimBreisgau.

In:ZeitschriftdesFreiburgerGeschichtsvereins,Bd.45(1934),S.1-90,hierS.

3f..

17Buchner
,Rudolf:MaximilianI.,ZUrich/Frankfurta.M.1970,S.82f..

18a
.a.0.,S.99-100.

19Vg1
.Frenzel,Elisabeth:StoffederWeltliteratur,Stuttgart1992,S.506-508.
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おいて,皇 帝の臨席のもとに学生達の手で上演 された。 ここでは美徳 と快楽

が,公 正無比な皇帝(役)の 前で裁判を争い,裁 判官たる皇帝が,最 後 に美

徳の勝利を宣して快楽 を追放する20。ロッヒャーが政治問題 という極めて具

体的なテーマを作品に盛 り込んだのに対 し,グ リューンペ ックは,皇 帝の徳

を抽象的概念のまま賛美しようとした。そのため,美 や快楽のアレゴ リーを

使用したわけだが,以 降,祝 典劇にアレゴリーは欠かせぬ技法 となる。また,

先の 「ヘ ンノ」 もそうだが,謝 肉祭劇で好んで用いられた 「裁判劇」の形式

を 「美徳 と快楽」が取っていることも興味深い。但 し,こ こでは謝肉祭劇 と

異 なり,裁 判官の個別性(美 徳は裁判の席で皇帝個人が過去美徳から受けた

恩恵を訴える)が 強調 されるのは当然である。グ リューンペックは,後 に皇

帝伝記21を 書 くなどして,マ クシミリアンの庇護が殊の外厚かった作家だが,

この祝典劇の功が認められ,翌 年(1498)「 桂冠詩人」の称号 を皇帝から授かっ

ている。

3.ツ ェル テ ィス

こうした一連 の 「皇帝劇 」の諸特徴一 ア レゴ リー性,豪 華性,総 合芸術性,

そ して何 よ り皇帝礼賛 の精神一 を,早 くも極 限 まで追及 した のが ツ ェル テ ィ

ス(KonradCeltis:1459-1508)で あ った。 セネカ の悲劇 を通 じて ドイ ツに初

めて 「悲劇 」 とい う演劇 ジャ ンル を紹介 し,ド イ ツの歴 史,風 俗,地 理 の全

て を網羅 した大総合地誌 「ゲル マニア詳説」(,,GermaniaIllustrata")を 計 画

す るな ど22,南 ドイツ人文主義 者間 にあって学名 をほ しい ま まに した ツェル

テ ィスは,豊 か な文才 も持 ち合 わせ,,,Erzhumanist"(「 最 高 ・最大 の人 文主

義者」)と 称 された大人文 主義者で あ る。

20GeschichtederdeutschenLiteraturvondenAnfangenbiszurGegenwart

(BDR),4.Bd.ErsterTeil,S.636-637.
21
。DieGeschichteFriedrichsIII.undMaximiliansI."(ラ テ ン 語 オ リ ジ ナ ル は 紛

失 し,ド イ ツ 語 訳 の み が 現 存)

22GeschichtederdeutschenLiteratur(DDR)
,4.Bd.,S.169.
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コ ン ラ ー ト ・ツ ェ ル テ ィス

彼の処女戯曲である 「ディアナ劇」

(。LudusDianae")は,ド イツ人文主

義者劇初 の古代神 を扱 った作 品であ

り,個 別宮廷祝典劇の極致 としてその

名 を残 しているが,封 建絶対君主の許

でのみ想像 し得るその作品内容には驚

嘆する他にない。「デ ィアナ劇」は,1501

年3月1日 マクシミリアン1世 が,庇

護す る人文学者達 と謝肉祭 を祝 うべ

く,宮 廷全員 を連れて リンツを訪れた

ことを記念 し,リ ンツ城において,皇

帝,皇 妃 ビアンカ・マ リア・スフォルツァ,マ ッシ ミリアーノ・スフォルツァ

及びフランチェスコ ・マ リア ・スフォルツァを始めとする全宮廷人の前で上

演された。配役は,通 常演 じる学生 とは異 なり,こ の時は同行 したヴィーン

を本拠 とする 「ドナウ文学協会」(。SodalitaslitterariaDanuviana")の 詩人

達が演 じ,劇 の祝祭性 を一層高めている。「ディアナ」は狩猟の女神であ り,

狩猟を殊更好んだ皇帝のために選ばれたモティーフであった。冒頭,女 神に

よって遣わされた(グ リューンペ ック演 じる)メ ルキュールが前口上を観客

に述べ,続 いて始 まる第一幕で,デ ィアナがニンフや森の精や ファウヌスや

サテユロスを引 き連れて登場する。女神 は皇帝の勇敢な狩人振 りを讃え,彼

女の服従 と全狩猟場の支配の印 として,弓 矢や槍や綱や猟犬 を眼前の皇帝本

人 に献上 し,森 の精,フ ァウヌス,サ テユロスが歌い踊る。第二幕では,森

の神ジルヴァーヌスがバ ッカス,フ ァウヌス,サ テユロスを引き連れて登場

し,皇 帝の勇名 を讃 え十字軍出兵を促す(事 実,マ クシミリアン1世 は,十

字軍遠征 を絶えず念願 していた)。第二幕 もバッカス達の合唱 と踊pで 幕を閉

じる。第三幕では,バ ッカスが酔ったサイレンと乙女たちに囲まれて現れ,

神聖ローマ帝国に葡萄の株をもた らしたことを自慢する。そしてバッカス役

の若手詩人ラング(VinzenzLang)が 一 この場面が作品のクライマ ックス
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となるのだが一 やにわに劇を離れ皇帝の足許 にひれ伏 し,桂冠 を懇願する。

皇帝は自らラングを桂冠詩人に叙 し,合 唱団は感謝の歌を高らかに歌い上げ

る。第四幕では騙馬に乗 ったサイレンが,へ こんだジョッキを片手に酔い ど

れなが ら自分の老いぼれた臆馬を嘆 き,皇 帝にも一献 を勧め,皇 帝 もこれに

応 じて一同は大いに盛 り上がる。終幕では登場人物全員が合唱に加わ り,皇

帝 に今一度感謝の歌を捧 げ,賑 々しく幕を閉 じる23。この 「ディアナ劇」は,

祝典 を彩る劇の領分を超越 し,既 に劇 により演出された祝典式次第の様相さ

え示し,特 に第三幕は,い わぼ劇的演出を施 したラングの桂冠詩人叙任式で

あるといっても過言ではない。そのため,印 刷 された作品は劇 というよりむ

しろ記録に近 く,ト 書 きに過去形が使われていた りする。所々に観客である

皇帝への呼び掛けも交 えた この作品は,既 に桂冠詩人 となっていた ツェル

ティスの強烈な自負 と共 に,宮 廷の祝典を彩 る点において,後 の誰 も為し得

なかった宮廷祝典劇のひとつの到達点を示 している24。

ツェルティスは「ディアナ劇」により皇帝劇の伝統を更に進め25,賛 美され

る人物自身が舞台に登場するという祝典劇演出形式を ドイツにもたらしたわ

けだが,被 賛美者が作品に深 く関わるという演出は,イ タ リアにおいて既に

試みられていた。特に,時 のミラノ公ル ドビコ・スフォルツァ(イ ル・モロ)

は祝典劇を好んだ ことで知 られ,彼 が甥のミラノ公ジアン ・ガレアッツォと

ナポ リ王女イザベラ・フォン・ナポリとの婚礼を祝 して1490年 に企画 した祝

23GeschichtederdeutschenLiteratur(BDR)
,4.Bd.ErsterTeil,S.644.

24Vg1 .Diet1,Cora:DieDramenJacobLochersunddiefrttheHumanistenbtthne

imSUddeutschenRaum,Berlin/NewYork,2005,S.188-195.
25「 皇 帝 劇 」 で は

,作 品 に登 場 す る皇 帝 を,絶 対 的 な価 値 判 断 を 有 す る神 的 な 存

在 と し て 扱 う手 法 が 人 文 主 義 時 代 に 発 達 し,先 述 した グ リ ュ ー ンペ ッ ク の 「美 徳

と快 楽 」も,そ の 典 型 とい え る。 この 手 法 の 原 型 は,ミ ュ ー ゲ ル ン(Heinrichvon

Mttgeln:14世 紀 後 半 に 活 躍)の 作 で あ る ア レ ゴ リー 詩 集 「乙 女 の 冠 」(。Der

meideKranz")に 認 め られ る。 そ こ で は カ ー ルN世 が12の 学 問(女 性 の 姿 を し

た ア レ ゴ リ ー)か ら,冠 た る学 問 を選 ぶ が,哲 学 に 決 め か か る と こ ろ を土 壇 場 で

神 学 に決 定 す る。(Vgl.Adel,Kurt:Einleitungvon:KonradCeltis:Poeta

laureatus,Graz/Wien1960.S.18.)
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典劇は,ル ドビコ自身が草案を示し,レ オナル ド・ダ ・ヴィンチが舞台を天

球に作 り上げ,花 嫁 を太陽に喩えるという壮大な演出を施 した ことで夙 に有

名である。「ディアナ劇」 を観劇 した皇妃ビアンカ・マリアはル ドビコの姪で

あ り,マ ッシ ミリアーノ とフランチ ェス コ・マ リアは息子 で ある。従 って ツェ

ル ティス ば .「デ ィアナ劇 」 を もって,ド イ ツに もイタ リア に伍 し得 る祝典劇

が存在 す るこ とを彼等 に示 そ うとした のだ ろう26。 ツェル テ ィス は1504年 に

も,ヴ ェ ンツ ェンバ ッハで ボヘ ミア軍 に勝利 したマ クシ ミリアンを讃 え,祝

典劇 「ボヘ ミアで の勝利 を讃 え るラプ ソディー(。Rhapsodia,'1audeset

victoriadeBoemanis")を ヴ ィー ンにお いて上 演す るが,こ こでは皇 帝(役)

が完全に登場人物 として作品に組み込まれていること以外,「 ディアナ劇」の

形式がほぼ踏襲されてお り,桂 冠 を請 う詩人(役)ま で もやはり登場する27。

ツ ェル テ ィスの この二作 品が示 す ように,「 桂 冠詩人」(。Poetalaureatus``)

の称 号 は,当 時 にお いて は尚最高 の芸術的権威 を有 してお り,桂 冠詩人 に叙

されんがために,詩 人たちが進んで祝典劇に手 を染めたという背景 も指摘し

得 る28。

26Vgl .a.a.0.,S.628/Kindermann:DerErzhumanistalsSpielleiter,S.40.
27Vg1 .Rupprich,Hans:DiedeutscheLiteraturvomspatenMittelalterbiszum

Barock.ErsterTeil.DasaufgehendeMittelalter,HumanismusyndRenais-

sance1370-1520,MUnchen1994.
28文 芸 の神 アポロが水 の精ダフネか ら愛 に代わって月桂樹 を受 け取 った とい う

神話 に端 を発する詩人への桂冠授与 は,古 代ローマ時代 より皇帝の名 において執

り行われ,一 旦衰退 したものの,中 世 ヨーロッパで復活 した。その際 には桂冠授

与権 は皇帝のみならず,大 学にも拡大された。「桂冠詩人」は,,PoetaCaesareus

laureatus"(「 皇帝桂冠詩人」)の称号 を名乗ることが許 され,あ らゆる大学で文

学 ・弁論術の講義を担当する資格 を有 し,最 高の名誉 と君主 による庇護,並 びに

自由が保障された。古代 ローマ皇帝の後継者を任 じる神聖ローマ皇帝 は,こ の桂

冠授与 に執着 し,人 文主義時代後半か ら桂冠詩人の数 は増加 し始 める。ツェル

ティスは1487年 に ドイツ人 として初の桂冠を受けたが,こ の後ロッヒャー(1497

年)や フッテ ン(1518年)に も授与された。更 に皇帝の代官(。Pfalzgraf")に

桂 冠授与権が認 められ ると,桂冠授与 は一定のラテン語著作業績 を前提 とする事

務的な応募制 となったため,桂 冠が乱発 され る結果 とな り,称 号 の権威 は16世

紀以降著 しく失墜 した。その頃の桂冠詩人で現在 もその名を残す者は,僅 かにマ

ルティン ・オーピッツ(1625年 授与)と ヨハ ン ・リス ト(1644年 同)程 度に過
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「ディアナ劇」や 「ボヘ ミアでの勝利 を讃えるラプソディー」は筋 らしい筋

を持たず,全 編が皇帝礼賛に費やされ,ロ ッヒャーの 「フランス王国物語」

以来の伝統 として,会 話 というよりはむしろ登場人物達が交替で述べる一方

的な口上で構成されている。ギリシア神の応用や,幕 ごとに繰 り返 される歌

と踊 りも加 えて,こ れらの作品は後の宮廷祝典劇の原点 とも呼び得 る作品で

ある。そして同時に,祝 典劇成立に大 きな影響 を与 えた「凱旋行進」(,,Trion-

fi")29の痕跡 を色濃 く残す作品 として,機 会祝典劇が持つ芸術性の限界 も暗

ぎない。 しかし,ド イツにおいて この制度自体 は19世 紀 まで存続 し,最 後の桂

冠詩人は1804年 に授与 されたカール・ライ ンハル ト(GA.ビ ュルガー全集の発

行人)で ある。ただし,イ ギ リスに限 り,桂 冠詩人 は単独終身制 を取 ったために

その権威 を失 うことがなく,初 代ベ ン・ジョンソン(1616年 授与)か らドライデ

ン(1688年 同)や ワーズワース(1863年 同)を 経て,現 在はA.モ ー ション(1999

同)が 在位 している。近年になり,1963年 にテユービンゲ ン大学教授 ヨーゼフ・

エベルレに同大学か ら桂冠が授与 されだが,皇 帝 のいない現代 ドイツにおいて

は,ひ とつの文学的ア トラクションと理解す るべ きで あろう。(Vg1.Eberle,

Josef:Poetalaureatus-Dichterkr6nung.In:Attempto.NachrichtenfUrdie

FreundederUniversit蓋tTUbingene.V.,12(1963),S.11-16./Wilpert,Gero

von:Sachw6rterbuchderLiteratur,Stuttgart2001.S.171-172/619.)
29「 トリオンフィ」は,中 世 の戦勝凱旋帰還パレー ドを発祥 とし,後 に領主があ

る都市を訪ねる折な どに盛んに催された祝祭パレー ドを指す。そこでは入城する

側(領 主側)は 兵隊のみな らず,捕 虜やギ リシア神やアレゴリー(四 元素,季 節,

四大大陸,七 惑星,五 感,美 徳,自 由七学科,十 二月,十 二宮な ど)を演 じる者

達が,必 要に応 じて衣装や仮面 をつ け市門への行進に加 わった。迎える市側から

は,聖 職者,官 僚,法 曹関係者,大 学関係者,学 生組合員達がそれぞれ正装 して

逆方向から市門へ と行進 し,市 民達 はギル ド別 に分かれて人垣 を作った。、市門前

では音楽が演奏 され,市 長が到着 した領主達 に恭 しく 「市の鍵」(。Stadtsch1U-

sse1":実 用 のためではな く,儀 礼的な鍵で,装 飾 を施 した豪華 な箱 に保管 され

た)を 渡 し,領 主一行は城内に入 る。市内の家 はどれ もきらびやかに飾 り立てら

れ,歓 呼の声が下 を行 く隊列 に降 り注がれる。更 に市内のあちこちには,彫 像や

列柱や庵や泉や塔や寺院などのモニュメン トが置かれ,そ こにはレリー フや,メ

ダルや,エ ンブレムなどに賛美の辞が書 き付 けられた。 こうした賛辞 の作者 は,

自分の辞 を後 になって二つ折 りの豪華本 に仕立て上げた。その後大晩餐会が開か

れ るわけだが,時 には街全体が劇場化され,街 の由来や特徴が演 じられ る場合 さ

えあった。1550年 にハ インリヒII世 が訪れたルーアンは,市 内の木々を赤 く塗

り,そ こに鵬鵡や猿を止 まらせ,住 民は皆顔 を黒 く塗 り一 その内50人 は本当

に南米から連れてきた原住民であった 一 街角で仕事 をしていると,突然別の原

住民(役)の 集団が襲来 し,激 しい闘いが領主一行 の前で繰 り広 げられた。市民
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示 してい よう。

コ ッペ ル は,ロ イ ヒ リンの 「ヘ ンノ」,ロ ッヒャーの 「フランス王 国物語」,

ツ ェル テ ィス の 「デ ィアナ劇」に加 えて,1515年 に ヴ ィー ンで 開かれた諸侯

会 議 の折,マ クシ ミリア ン1世 の孫 でハ ンガ リー王妃 とな るマ リー を始 め と

す る諸侯達 の前 で上演 された ケ リ ドニ ウス(BenedictusChelidonius:1460-

1521)の 「欲 望 と美徳 の争 い」(。Voluptatiscumvirtutedisceptatio")を,

ドイ ツ最初 の音 楽劇 と位 置付 け る30。「欲 望 と美徳 の争 い」は,グ リュー ンペ ッ

ク によ り確立 され た 「裁判劇」 を更 に一歩進 めた ロ ッヒャー によ る 「金 の林

檎 につ いてのパ リス裁判 」(。lndiciumParidisdepomoaureo":1502)を 踏

襲 してお り,欲 望 と美徳 はヴ ィーナス とパ ラス(ア テネ)に 擬人化 されて い

る(当 然 最後 にはパ ラスが勝利 す る)。 更 に ここで の裁判 官役 はパ リス に代わ

り上演 に臨席 した ブルグ ン ド大公 カール となってお り,「 皇帝劇 」の要素 も持

ち合わせ た この劇 は,音 楽劇で あ る と共 に,人 文主義 ア レゴ リー祝典劇 の ひ

とつの到達 点 を示 して もい よ う。

祝 典劇 は,独 裁政権 と戦争が結 び付 いた時期 に量産 され る傾 向があ り,極

めて明確 なメ ッセ ージ性 を有す る芸術 形式 であ る。 このメ ッセ ージ性 と,演

劇 が 本 来 有 す る芸 術 性 の 矛 盾 の 克 服 に 「エ ピメ ニ デ ス の 目覚 め」(。Des

EpimenidesErwachen")を 書 いたゲー テや 「ドイ ツ韻律 による祝典劇 」を発

表 したハ ウプ トマ ン とい った 「普遍 的作家」達 は頭 を悩 まし,メ ッセー ジ性

達 は,即 ち 貿 易 相 手 で あ る 「ブ ラ ジ ル の街 」を 演 出 し た の で あ る 。 こ う した 大 規

模 な 寸 劇 は,や が て 室 内 へ と舞 台 が 移 さ れ,19世 紀 中 頃 に は 市 民 階 級 の 没 落 と共

に衰 退 し て い くが,結 果 的 に 祝 典 劇 の ひ とつ の 下 地 を形 成 し た 。 ロ ッ ヒ ャー や

ツ ェ ル テ ィ ス も含 め て,祝 典 劇 の 多 くが 賛 美 す る君 主 を地 方 都 市 に 「招 い て 」上

演 さ れ た の も,ト リ オ ン フ ィ の 発 想 が 影 響 して い る。 また,ゲ ー テ が1800年 に

書 い た,「 若 気 」 と 「老 い」 の ア レ ゴ リー の 和 解 を 描 く仮 面 祝 典 劇 「パ レ オ フ ロ

ン とネ オ テ ル ペ 」 は,ト リオ ン フ ィ 的 寸 劇 世 界 を再 現 して い る 。(Vgl.Alewyn,

Richard/Salzle,Kar1:DasgroBeWelttheater.DieEpochederhdfischen

Feste,Hamburg1959,S.19-22.)
30Coppel

,Bernhard:JakobLocherundseineinFreiburgaufgefuhrtenDramen.

In:ActaConventusNeo-LatiniAmstelodamensis(hrsg.v.PierreTuynmanu.

a.),MUnchen1979,S.263.
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をある程度犠牲 にせざるを得なかった。対 して中世絶対王政は,個 人崇拝 を

柱 とする祝典劇 を要求 し,そ もそもこの時代には未発達であった愛国心など

は,皇 帝への忠誠 に伴 う副産物 として扱われたに過 ぎない。ただし,当 時権

勢が盛んであった神聖ローマ帝国の権威 を高めようとする意図は,当 時の人

文主義者達には確かに認められる。次代の道徳教育 を自らの重要な使命 と任

じた彼 らは,古 代ギ リシア ・ローマに対抗しうる英雄性を神聖ローマ帝国に

見出し,英 雄的行為=戦 勝を文章に長 く留め次代を感化してい くことを自ら

の誇 りにしたのである。ロッヒャーの以下の言葉が彼らの心意気を示 してい

よう。

「我々が古人の風習をつぶ さに眺めると,そ こには善良なる行為におけ

る最高の美徳があることに気付 く。かって厳かに誉れ高 く執 り行われ成

就された ことを,彼 らは何一つ忘却に委ねようとはしなかったのである。

古人 はつまり,誉 れ高 き行いへ と将来の若者 を導 くには,我 々の先祖が

徳の見返 りに歴史作品へ と委ねた事柄 についての,記 念的実例にしくは

ない と考えていた。そのため,我 々が覚えてはいるが見 ることができな

い国王や国民の優れた行為を,韻 文や連続 レた散文にまとめることは,

歴史家の偉大な業績 となるのである」31

この点において,黎 明期 のドイツ祝典劇 は,以 降に現れる宮廷祝典劇 よりも,

わずかに国民祝典劇的動機 も垣間見 られるが,礼 賛すべき神聖ローマ帝国 と

はひとえに皇帝像 に集約されていたのも事実である。皇帝に代わ りドイツそ

のものが,例 えば 「ゲルマニア」などといった象徴 を用いて礼賛され るよう

になるには(即ち国民祝典劇的作品が現れるまでには),皇 帝権力が弱体化す

る19世 紀以降まで待たなけれぼならない。

31ZitatnachDietl
,S.64f.
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DieGeburtdesdeutschenFestspiels

MasafumiSUZUKI

DerBegriff``Festspiel"alsselbstandigerliterarischerBereich噸
entstandinderdeutschenLiteraturimallgemeinenerstinderletzten

Htilftedes19.Jh,d.h.nachdemErscheinendes,,Nationalfestspiels".

DanachwurdendieFestspieleungefahreinJahrhundertlanguberallin

Deutschlandhaufiggespielt.

FestspielelassensichinzweiArtenklassifizieren:Gemeinschafts-

festspiele,diestarkesittlicheundreligi6seTendenzhabenundzueiner

b・・timpat・nZ・itin・in・mbestim・nt・nO・t
.wi・d・ ・h・1tg・ ・pi・1tWu・d・n(・ ・

B.OberammergauerPassionsspiel),undGelegenheitsfestspiele,diebei

denerfreulichenAngelegenheitendesHofs(Kr6nuhg,Vermahlung,

Geburt,Siegusw.)gespieltwurden,umdiefestlicheStimmungnochzu」
steigern.DieseGelegenheitsfestspielewarenimMittelalterals。Hoffest-

spiele"unentbehrlichfUrdieFestedesHofs,obwohlsiefUrdieliterari-

schenWerkeUberhauptnichtvonBedeutungwaren.

DiedeutschenHoffestspielehabenihrenUrsprung .im"Hurna-

nistendrama",dasunterstarkemEinflussderdamalswiederentdeckten

rdmischenDramatikernTerenzund'Plautusstand.Unterdendeutschen

Humanistenso11、maninBezugaufFestspieledreibeachten;Johannes

Reuchlin,JakobLocherundKonradceltis.Reuchlinversuchtemit

seinem"Henno"(1497)demdeutschenDrama,dasbisdahi耳einfacher

EpigoneitalienischenDramasgebliebenwar,eigentUmlichenCharakter

zuzufUgen.Lochers"HistoriaderegeFranciae"(1495),dasinAnwesen一
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heitdesKaisersundseinesganzenHofsinderUniversitatFreiburg

aufgefUhrtwurde,betrachtetmanalsdaserstedeutscheHoffestspielin

Deutschland.CeltisentwickeltedasHoffestspielmit"LudusDianae"

「

(1501)nochweiter,indemderKaiserselbstimDramaauftratundvonden

PersonenaufderBUhneverherrlichtwUrde."LudusDianae"erreichtedas

h6chsteNiveaudesdeutschenHoffestspiels,aberdasHoffestspielist

ganzundgarprivatesTheaterwerkdesHofs,undwenndiepatriotische

LiebederHumanistenindenWerkehauchausgedrUcktwurde,

symbolisiertsichdasVaterland(indiesemFalldasHeiligeR6mische

ReichDeutscherNation)letztenEndesnurindemMonarchen.

MitdemSinkenderhdfischenAutoritatamEndedes19.Jh.

wandeltesichderGegenstandderVerherrlichungderFestspielevom

MonarchenzumStaat,unddadurchentstanddas,,Nationalfestspiel",das

denStaatundseinVolkselbstverh6rrlichte.


